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In this article, it is revealed how many beneficiaries remember and feel the support action immediate 
phase of disaster of Mt.Usu Eruption and what kind of support they expect after next disaster based 
on the large size data of outpatient survey as beneficiaries after long time later in the sake of 
searching for more appropriate disaster relief action. 
 

































難を決意、最大 1 万 6 千名が避難し、3 月 31 日の噴火による死傷者はいなかった。住民の多くは公民館













 この研究では、結果的に 1222 名の調査データが得られた。この内、2000 年有珠山噴火を体験したの






 663 名のうち、現疾患が間接的にでも直接的にでも 2000 年有珠山噴火災害と関係があると回答した外
来患者は 21 名で、全体の 3.3%であった。外来患者で避難生活を体験したのは 172 名で、この中で現疾
患と災害と関係があると答えたのは 15 名で 8.7%、親戚が避難をしたなど、間接的にでも被害があった
と回答したのは 123 名で、そのうち 14 名が現疾患と関係があると答えた。これは 11.4%に相当し、被害
も避難生活も経験したというのは 70 名で、うち 12 名が現疾患との災害と関連を認めこれは 17.1%に相
当する（表１）。 
 χ 二乗検定で検定を行うと、避難所体験のある人とない人(χ2 (1)=21.5  p<0.01)、被害のあった人とな












Total 633 21 3.3
Evacuation 172 15 8.7
Damaged 123 14 11.4
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Total 633 21 3.3
Evacuation 172 15 8.7
Damaged 123 14 11.4
Evacuation/Damaged 70 12 17.1






ている。これに対して避難経験のある 202 名では、物資の支援が 33%で最も高く、次いで何も受けてい
ないが 24%、経済的支援 15%である。避難所に避難した 99 名では 40%が物資の支援、経済的支援 16%、
医療的支援 11%、自衛隊の支援が 7%で、何も支援を受けていないのは 7%と低くなっている（図 1）（表
2）。グラフには示していないが「お話」や「保健師支援」は避難所に避難をした人の 1 割近くが受けお
り、ペットケア、レクリエーション、警察の支援も一定度選択されていることがわかる。 
（図 1）                     （表 2） 
 助かった支援  
 次に、受けた支援の中で助かった支援はどのようなものであったかを尋ねている。これへの回答は自
由回答だった。自由回答なので重複回答もあるが、回答数は 237 であった。これらの回答を内容から幾




活」、「避難生活」とまとめた。基本サービスが 26%、温かい心が 21%、人のつながりが 18%、支援機関
が 11%などとなっている。 
Helping and Supportive Things 
Basic Service 61 
Supportive mind 49 
Community 43 
Support Organization 27 
Disaster Scale 16 
Information 11 
Volunteer 7 
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 現疾患と災害体験
 現疾患との関わりについて、全患者に対して 3.3%が、10 年前の 2000 年有珠山噴火体験と関連がある
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